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Filesystem 512-blocks Used Avail Capacity Mounted on 
/dev/rzOa 253486 128650 99486 56y' / 
/dev/rzOg 1777740 1067640 532326 67y' /usr 
/dev/rzOh 1315598 153930 1030108 13y' /data 






















マンドを作っておいた。 1SO・9660以外の CDを扱うには、従来通り rootで
マウントすることになる。
プリンタ
























































kipsuaで利用できるメールリーダには、 mailxまたは Mailの他、 mh、dx-
mail、nemacsから{吏う RMAIL、mh-eカfある。このうち dxmai1は DEC独
自のメールツールで、 DECのマシン以外では使えないものなので、廃止しよ











kipsuaには Yohkoh80ftも入れてある。 Yohkoh80ftを使うには、 .cshrc
などに次の 4行を入れておく。
source /usr/local/lib/idl/idl_setup 
setenv ys /usr/users/yohkoh/ysw 
source $ys/gen/setup/idl_setup 

















































































るのが定石だが、その前にまず、皆が均m に届くメールを読んでくれるよ ( 
うに教えなければならないだろう。
端末を増やす。外部から telnetで接続するのはいいのだが、花山天文台で
kipsuaを利用しようとすると、コンソール以外では VAXstationからという
ことになる。しかし、 VAXのキーボードは'慣れていないとイ吏いにくい。この
件については、パソコンを LANにつなぐことでいずれ解決するだろう。
DNSの立ちあげ。 LANに接続するマシンが増えてきたら、いずれは自前の
DNSを用意しなければならないだろう。ただ、ネームサーバは、 sendmail.cf
と並んで、設定を間違うとトラブルになりやすいものなので、適切な管理の
できる後継者が確保できるかどうかが心配される。意味を理解していれば、
そんなに難しいものではないのだが。
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新川が天文台を離れたこともあり、後継管理者の確保はかなり差し迫った
課題である。全般に管理は楽なマシンなので、この技報の内容がほぼ理解で
きる人なら大丈夫。ぜひ名乗り出てほしい。
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